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(2022/8/4) 招待講演 

2. 吉松有紀: 平滑筋肉腫の細胞株の樹立とその性状の解析および薬効評価スクリーニング. 第 41 回日

本ヒト細胞学会学術集会 (2023/8/27)  

3. 近藤 格、野口 玲、吉松有紀: がんゲノム医療の時代の患者由来肉腫モデル. 第 6 回日本サルコーマ

治療研究学会学術集会 (2023/2/24-25)  

4. Adachi Y, Noguchi R, Ono T, Osaki J, Yanagihara K, Sasaki K, Yoshimatsu Y, Yokoo H, Ohtsuki S, 

Kondo T: Comprehensive Proteomic Analysis of FFPE Specimens in Hepatocellular Carcinoma for 

Investigating Recurrence Mechanism. 22nd Human Proteome Organization World Congress 

(2023/9/19) 

5. Yuki Yoshimatsu, Yutaka Sugihara, Keigo Amari, Rei Noguchi, Tadashi Kondo: Patient-derived cancer 

models and pharmaco-proteogenomics toward novel therapy. 第 81 回 日 本 癌 学 会 学 術 総 会 

(2022/9/30) シンポジウム講演 

 

書籍執筆 

 

1. 吉松有紀、野口玲、近藤格. 「骨軟部肉腫」分子腫瘍マーカー 診療ガイドライン 第 2 版 189－

195 ページ、日本分子腫瘍マーカー研究会編 金原出版株式会社 

2. 吉松有紀、近藤格. 「患者由来「希少がんの未来を変える患者由来がんモデル」「希少がんーがん診

療の新たなか課題―」日本臨牀 79 巻増刊号 1（2021 年 3 月 31 日発行） 

 

研究費 

 

がんモデルとプロテオゲノミクスを用いた隆起性皮膚線維肉腫の新規治療法の開発 

日本学術振興会: 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 

2022 年 4 月 1 日 - 2025 年 3 月 31 日 吉松 有紀, 近藤 格, 川井 章 

 

肉腫におけるトラベクテジンの奏効性と融合遺伝子の相関の分子背景を調べる研究 

日本学術振興会: 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 

2022 年 4 月 1 日 - 2025 年 3 月 31 日 近藤 格, 小迫 英尊, 野口 玲, 吉松 有紀, 川井 章 

 

プロテオゲノミクスを用いた悪性骨軟部腫瘍の新たな診断・治療標的の探索 

日本学術振興会: 科学研究費助成事業 基盤研究(B) 

2021 年 4 月 1 日 - 2024 年 3 月 31 日 川井 章, 近藤 格, 市川 仁, 吉田 朗彦, 平田 真, 野口 玲, 吉松 

有紀 



がんゲノム医療の限界を克服する患者由来「希少がん」モデルを用いた研究  

国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）: 若手 （領域 1）がんの本態解明に関する研究 （領

域 1-1）がんの最適医療の実現に資する基盤的研究と臨床的有用性の検証  

2020 年 4 月 - 2022 年 3 月 吉松 有紀 

 

PD-L1 安定化因子 CMTM6 による Ewing 肉腫転移誘発機構の解明 

日本学術振興会: 科学研究費助成事業 若手研究 

2018 年 4 月 1 日 - 2022 年 3 月 31 日 吉松 有紀 

 

プロテオゲノミクスによる悪性骨軟部腫瘍の新たなバイオマーカーの探索とその応用 

日本学術振興会: 科学研究費助成事業 基盤研究(B) 

2018 年 4 月 1 日 - 2021 年 3 月 31 日 川井 章, 近藤 格, 市川 仁, 吉田 朗彦, 野口 玲, 吉松 有紀, 小

山 理恵子, 服部 恵美 

 

miRNA－エクソソーム輸送複合体の同定とがん病態誘発との関連 

日本学術振興会: 科学研究費助成事業 挑戦的萌芽研究 

2014 年 4 月 1 日 - 2017 年 3 月 31 日 土屋 直人, 吉松 有紀 

 

受賞 

 

2023 年   優秀演題賞 平滑筋肉腫の細胞株の樹立とその性状の解析および薬効評価スクリーニング  

日本ヒト細胞学会学術集会 吉松 有紀 

2021 年   ポスター賞 「患者由来「肉腫」モデルの構築」 患者由来がんモデル研究会 吉松 有紀 

2010 年  海外留学助成 子宮頸がん多段階発がん機構の解析 神澤医学研究振興財団 吉松 有紀 

 

教育・社会活動 

 

（教育） 

2021 年 武蔵野大学 薬学部 講義 「培養細胞を用いたがん研究」 吉松 有紀 

2021 年 長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 講義 「肉腫の患者由来がんモデル至適培地の工夫と希 

少がん研究の展望」 吉松 有紀 

 

（社会活動） 

2020 年 肉腫の患者会（たんぽぽの会）の方にご協力いただき、「患者由来がんモデル講演会」の企画・

運営に参加した。自分のがん研究をわかりやすく患者さんに伝えると同時に、患者会の方ご自身の闘病

生活の体験についてウェブ講演で全国に語っていただいた。  


